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	世界に置く
	現れるとは、 他者の時間の中に、自分を置くことである。
	名を掲げた瞬間から、 人は、ひとりではなくなる。
	言葉は引用され、 意図は解釈され、 沈黙さえ意味を与えられる。
	現れるとは、 自分の物語を、 他者の手に渡すことだ。
	現れるとは、 目立つことではない。 注目を集めることでもない。
	拍手も、数字も、 存在の証明にはならない。
	それらはただ、 通過点にすぎない。
	社会に出るということは、 理解されない可能性と、 共に生きることだ。
	誤解され、 形を変えられ、 それでも残る。
	それでも現れる人は、 知っている。
	沈黙の時間で育てた密度は、 他者の評価では壊れないことを。
	だからこそ、 隠すためではなく、 呼吸するために姿を現す。
	現れることと、 孤独であることは、 同時に成立する。
	知られるほど、 誰にも触れられない場所は深くなる。
	公開と保護は、 対立しない。
	守りながら、開く。 閉じながら、つながる。
	その矛盾を抱えられる人だけが、 長く立ち続ける。
	姿とは、 世界に預けた、静かな呼吸である。
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